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Well-being概論
2025年7月7日  
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職業生活における

≒ ウェルビーイング
（Workplace Well-being）

パーソルにおける幸福学プロジェクトの背景



グループビジョン、グループブランド名の由来

人は仕事を通じて成長し（PERSON）、社会の課題を解決していく（SOLUTION）。

PERSOLというグループ名には、

はたらく人の成長を支援し、輝く未来を目指したいという想いが込められています。
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ウェルビーイングの潮流
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出展：石川善樹氏資料
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出展：石川善樹氏資料



出展：石川善樹氏資料



Copyright © since 2016  PERSOL  RESEARCH AND CONSULTING Co., Ltd. All Rights Reserved. 9

ESG（ESG投資）

ESGの観点が薄い企業は、大きなリスクを抱えた企業で、
長期的な成長が期待できない企業だと考えられる

E
Environment

環境

G
Governance

統治

S
Social

社会

企業の長期的な成長
のためには、ESGが
示す3つの観点が必要
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SDGs（持続可能な開発目標：Sustainable Development Goals）

2015年9月の国連サミットで加盟国の全会一致で採択された「持続可能な開発のた
めの2030アジェンダ」に記載された，2030年までに持続可能でよりよい世界を目
指す国際目標です。（17のゴール・169のターゲット）

地球上の「誰一人取り残さない（leave no one behind）」
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４．人中心の国づくり 
「人材希少社会」に入っている我が国においては、人中心の国づくりを進めることが重
要である。国民の不安を取り除き、公教育の内容や質を充実させるとともに、自己実現
を可能とする環境を整備し、国や地域の経済社会を発展させ、ふるさとへの思いを高め
ることができるよう、あらゆる施策を総動員する。これらを通じ、国民一人一人にとっ
て、Well-being（幸福度）の高い、豊かさ、安心・安全、自由、自分らしさを実感で
きる活力ある経済社会を構築する。

３．計画推進のための取組の強化
（経済・財政一体改革の点検・評価）
「経済・財政新生計画」の推進においては、経済、社会、環境や技術の変化に適切に対
応した予算編成や制度改正に資するよう、人口減少下の持続可能な国・地方の行財政、
人々のやりがいやWell-being（幸福度）、デジタル・新技術の導入による生産性向上
に着目しつつ、プロセス管理を行う。経済財政諮問会議において、「ＥＢＰＭアクショ
ンプラン」、「改革実行プログラム」及び「進捗管理・点検・評価表」に基づき、毎年
改革の進捗管理・
点検・評価を行い、進捗や政策効果を確認し、更なる政策の企画・立案に結び付ける。

（Well-being（幸福度）の視点からの施策の深化）
Well-beingの高い社会の実現に向け、働く、学ぶ、健康、子育て、地域の生活に関連す
る基本計画や大綱において、生活のWell-being改善につながる実効的なＫＰＩの設定
を進めるとともに、Well-beingの把握を継続・強化する。次世代の社会生活や価値観
の変化を反映する経済指標を検討し、将来的なＳＮＡ国際基準への反映も見据えた取組
を推進する。

第３章 中長期的に持続可能な経済社会の実現

第１章 マクロ経済運営の基本的考え方
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デジタル田園都市国家構想 【デジタル庁】

出典：デジタル庁（https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/digital_denen/dai2/siryou2-1.pdf）
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幸福感とパフォーマンスの関係

幸福感の高い社員は
働きぶりが良く、出世の機会が多い
［Spreitzer & Porath, 2012］

仕事のパフォーマンスが良く
［Spreitzer & Porath, 2016］

生産的である ［Seppälä, 2017］

欠勤率が低く[George, 1989]、
離職率が低い[Donovan, 

2000] 

創造性
生産性

欠勤率
離職率
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人的資本経営（投資）健康経営（投資）

「健康」

「能力」
「意欲」

多様な「〇〇経営」

従業員の心身の健康管理を投資とみなし、
欠勤や退職などのリスク低減、

パフォーマンスの発揮に関心を寄せる。

従業員のスキル、能力の可変性へ投資し、
多様性・エンゲージメントなどの

非財務情報の開示に関心を寄せる。



Copyright © since 2016  PERSOL  RESEARCH AND CONSULTING Co., Ltd. All Rights Reserved. 17

研究者・団体により異なる定義

Well-being
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Well-beingの定義例

“Health is a state of complete physical, mental and social 

well-being and not merely the absence of disease or infirmity.”

世界保健機関 (WHO) 憲章の前文より（1948年）世界保健機関 (WHO) 憲章の前文より（1948年）

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%96%E7%95%8C%E4%BF%9D%E5%81%A5%E6%A9%9F%E9%96%A2
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%96%E7%95%8C%E4%BF%9D%E5%81%A5%E6%A9%9F%E9%96%A2
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２０１１年～

Well-beingの定義例



Copyright © since 2016  PERSOL  RESEARCH AND CONSULTING Co., Ltd. All Rights Reserved.

私にとっての

Well-being

2025/7/3
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ある人にとっての

Well-being

組織・社会にとっての

Well-being
（規範的・倫理的）



視座の階層性

個
人
レ
ベ
ル

職
場
レ
ベ
ル

企
業
レ
ベ
ル

社
会
レ
ベ
ル

生活の質
物質

的生活条件

身体的 心理的 社会的

心理的 社会的身体的

＆

心理的 社会的身体的

身体的 心理的 社会的

国
際
レ
ベ
ル

心理的 社会的身体的 環境面

環境面

環境面
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対象の範囲（企業ケース）
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背景
パーソル総合研究所×前野隆司研究室

はたらく人の幸せに関する調査

日本

低覚醒感情「おだやかさ」
関与的感情「親しみ」

「幸せ」とは、社会・文化的な背景に影響を受ける

幸福感情

北米

幸福の捉え方

幸福の予測因

陰陽思考
ネガティブさの包摂

関係志向
協調的幸福、人並み感

関係性調和
ソーシャル・サポート

高覚醒感情「うきうき」
脱関与的感情「誇り」

増大モデル
ポジティブ

個人達成志向
自己価値・自尊心

日米での幸福感の違い
（引用：「これからの幸福について」,内田由紀子,P.60 ）
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ウェルビーイングの計測

“幸せ”はどのように計測するのか？
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well-being 研究における幸福感の評価

29

■客観的ウェルビーイング（objective well-being）

生理学的な指標や幸せに関連する
複数の指標の組み合わせで評価する

■主観的ウェルビーイング（subjective well-being）

個々人自らが評価する主観的な幸福感や充足感を指す

主観的
ウェルビーイング

客観的
ウェルビーイング

WHO Europeによるウェルビーイングの定義（2012年）

引用：石川 善樹氏（公益財団法人Well-being for Planet Earth、代表理事）資料より一部抜粋



Copyright © since 2016  PERSOL  RESEARCH AND CONSULTING Co., Ltd. All Rights Reserved.

2025/7/3

30

日本総合研究所の
「全47都道府県幸福度ランキング」とは

都道府県の幸福度を評価分析するための
5つの基本指標（人口増加率、一人あたり県民所

得、選挙投票率、食料自給率、財政健全度）と
5つの分野（健康、文化、仕事、生活、教育）の
50の指標

合計55の指標を評価分析し、都道府県の
幸福度のランキングを解析しています。

引用：幸福度（都道府県データランキング） (uub.jp) https://uub.jp/pdr/s/k.html
引用：日本総合研究所 https://www.jri.or.jp/archives/6556/
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Source: Diener and Biswas-Diener. (2002) Social Indicators Research 57:2;119-169.

GDP/人

生活満足度

拡大するギャップ

主観的Well-being
（生活満足度）

客観的Well-being
（GDP/人）

１
９
５
８
年
を
基
準
に
し
た
割
合
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日本人のウェルビーイングの推移（1958-1987）

引用：石川 善樹氏（公益財団法人Well-being for Planet Earth、代表理事）資料より
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地域生活のウェルビーイング指標（デジタル庁）

*Liveable Well-Being City 指標

市民の幸福感を高めるまちづくりに際するわが国
独自の指標として開発された指標。
政府が推進する「デジタル田園都市国家構想」に
おいて、地域におけるWell-Beingを計測する指
標として活用されている。

Liveable Well-Being City 指標*

一般社団法人スマートシティ・インスティテュート指標開発：慶應義塾大学大学院・前野隆司研究室
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福井県（全体・偏差値）

石川県（全体・偏差値）

富山県（全体・偏差値）

地域生活のWell-being指標
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職業生活における
Well-beingとは？

自分の仕事に満足し、仕事を通じて社会とのつながり
や貢献、喜びや楽しみを感じることが多く、怒りや悲し
みといった嫌な感情をあまり感じずにいる状態

また、そのような仕事や働き方を自分で決めること
ができている状態

Ryotaro.inoue「日本における職業生活のWell-beingに関する文化的考察」（2022）一部加筆
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「はたらく人の幸せ／不幸せ因子」 パーソル総合研究所×前野隆司研究室

はたらく人の幸せに関する調査
研究結果

＜原著論文＞「職業生活における主観的幸福感因子尺度/不幸感因子尺度の開発」（Inoue.et,al.,日本感情心理学会、2022,12）
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仕事を通じて、未知な事象に対峙して新たな学びを得たり、能力の高まりを期待
することができている状態

自己成長
（新たな学び）

自分や自分の仕事は周りから関心を待たれ、好ましい評価を受けていると
思えている状態

他者承認
（見てもらえてる）

仕事を通じて関わる他者や社会にとって、良い影響を与え、役に立てている
と思えている状態

他者貢献
（誰かのため）

仕事で自分の考えや意見を述べることができ、自分の意志やペースで
計画・遂行する事ができている状態

自己裁量
（マイペース）

仕事を一時的に離れて精神的・身体的にも英気を養うことができていたり、

私生活が安定している状態
リフレッシュ

（ほっとひと息）

仕事の目的を共有し、相互に励まし、助け合える仲間とのつながりを感じることが
できている状態

チームワーク
（ともに歩む）

自分の仕事にポジティブな意味を見いだしており、自分なりの役割を能動的に
担っている実感が得られている状態

役割認識
（自分ゴト）

はたらく人の幸せ 7因子

36
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仕事での能力不足を感じ、自信がなく停滞している。また、自分の

強みを活かすことを抑制されていると感じている状態

はたらく人の不幸せ 7因子

協働不全
（職場バラバラ）

自己抑圧
（自分なんて）

疎外感
（ひとりぼっち）

評価不満
（報われない）

不快空間
（環境イヤイヤ）

職場環境において、視覚や嗅覚など体感的に不快を感じている状態

オーバーワーク
（ヘトヘト）

私的な時間を断念せざる得ない程に仕事に追われ、精神的・身体的に

過度なストレスを受けている・疲労から回復できていない状態

職場内でメンバー同士が非協力的であったり、自分の足を引っ張られている
と感じている状態

同僚や上司とのコミュニケーションにおいてすれ違いを感じ、職場での孤立を
感じている状態

理不尽
（ハラスメント）

仕事で他者から理不尽な要求をされたり、一方的に仕事を押し付けられたりする、
また、そのような仲間の姿をよく見聞きする状態

自分の努力は正当に評価されない、努力に見合わないと感じている状態

37
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「はたらく人の幸せ／不幸せ診断」の開発
パーソル総合研究所×前野隆司研究室

はたらく人の幸せに関する調査

本調査では、因子とは別に、ベンチマークとなる「はたらく幸せ／不幸せ実感」を、以下のように聴取。

各5問の平均得点を、個人の得点として分析に用いた。

研究結果

はたらく幸せ実感 はたらく不幸せ実感

私は、はたらくことを通じて、幸せを感じている

私は、はたらいていて、幸せを感じることが多い

私は、はたらくことを通じて、まわりよりも幸せを

感じていると思う

私は、世間一般と比較して、幸せに働いていると思う

私は、幸せな気持ちで働いていることが多い

私は、はたらくことを通じて、不幸せを感じている

私は、はたらいていて、不幸せを感じることが多い

私は、はたらくことを通じて、まわりよりも不幸せを

感じていると思う

私は、世間一般と比較して、働いていて不幸せを

感じていると思う

私は、不幸せな気持ちで働いていることが多い

7件法で聴取し、以下のように得点化
1 全くそう思わない 2 そう思わない 3 どちらかというとそう思わない 4 どちらでもない 5 どちらかというとそう思う 6 そう思う 7 とてもそう思う

総合

頻度

周囲との比較

世間との比較

持続性
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「はたらく人の幸せ／不幸せ診断」の開発
パーソル総合研究所×前野隆司研究室

はたらく人の幸せに関する調査
研究結果

無償

＊学術・個人・自社内
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診断結果の出力イメージ
パーソル総合研究所×前野隆司研究室

はたらく人の幸せに関する調査
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はたらく人の幸せ・不幸せの4タイプ
パーソル総合研究所×前野隆司研究室

はたらく人の幸せに関する調査

女性の正規雇用者は、男性の正規雇用者に比べて、幸せかつ不幸せでない群の割合が多い。

調査結果

不幸せ

幸
せ

「幸せ」かつ「不幸せ」 群 「幸せ」かつ「不幸せでない」 群 

「幸せでない」かつ「不幸せ」 群 「幸せでない」かつ「不幸せでない」 群 

男性：38％

女性：46％

不幸せでない

幸
せ
で
な
い

いずれか中程度 男女とも約23％

正規雇用に限定

男性：10％

女性：10％

男性：10％

女性：7％

男性：18％

女性：15％
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Q. 仕事に対するあなたの現在の状況として、最もあてはまる項目を一つお選びください。（5段階尺度／項目数2） ※「あてはまる」「ややあてはまる」合計値の高い順

インド（1119）

インドネシア（1002）

フィリピン（1010）

中国（1002）

ベトナム（1002）

タイ（1059）

アメリカ（1010）

マレーシア（1000）

イギリス（1003）

フランス（1001）

オーストラリア（1003）

スウェーデン（1002）

シンガポール（1002）

ドイツ（1000）

香港（1002）

台湾（1001）

韓国（1005）

日本（1000）

全体（18223）

92.6

90.5

90.1

89.2

87.8

83.0

79.3

79.1

77.9

76.1

75.0

71.0

68.0

67.6

56.3

55.3

53.3

49.1

74.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

▼【私は、はたらくことを通じて、不幸せを感じている】

46.2 

9.9 

17.3 

20.1 

30.5 

35.3 

34.0 

27.0 

26.3 

30.8 

26.4 

42.0 

37.2 

25.0 

28.5 

37.8 

21.2 

18.4 

28.7 

0%20%40%60%80%100%

▼【私は、はたらくことを通じて、幸せを感じている】

職業生活Well-beingの実態

43

ベース丨全数

※（ ）内は回答者数

はたらくことを通じて幸せを感じている就業者は、日本で49.1%と18ヵ国・地域中最下位。一方、はたらく不幸せ実感は、18.4%（15位）と良好。

日本は働くことを通じて幸福感を感じている就業者は少ないが、不幸感を感じている就業者も少ないことが分かる。

はたらく不幸せ実感 私は、はたらくことを通じて、不幸せを感じている はたらく幸せ実感 私は、はたらくことを通じて、幸せを感じている
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年代別

44

ベース丨全数
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多義的で曖昧な概念を
いかにマネジメントするか？



• 身体・精神・社会的良好状態

• （健康経営）Health概念の拡張限界

• 文化・組織文脈を反映しづらい

WHOの定義の範囲



集団のウェルビーイングをマネジメントする

邦訳版も発行されました！

2025年6月

出典：産総研・佐藤氏資料を基に井上が一部修正



2024年10月時点
出典：産総研・佐藤氏資料を基に井上が一部修正



１．ウェルビーイング（WB）とは何かという定義はしていない

（コミュニティによって何がWBかは異なるため）

２．個人と集団のWBを自分たちで決める

３．持続的・計画的にWBを向上させる仕組みを提示し、宣言する



出典：産総研・佐藤氏資料より



出典：産総研・佐藤氏資料より



出典：経済産業省、産総研・佐藤氏資料より



ISO 25554 に基づく検討プロセス

Plan

Do

check

Action

推進
体制

規格番号 規格概要

4.2
コミュニティとその構成員のためにウェルビーイング概念を
策定し，期待される成果を定義する

4.3 評価スキームを作成する

4.4 ウェルビーイング推進サービスを設計し，提供する

4.5 ウェルビーイング達成度指標を評価する

4.6 期待される成果に対してウェルビーイング達成度指標を見直す

4.7
ウェルビーイング推進サービスとウェルビーイング達成度指標を
調整する

5.2 推進及び管理のためのコミュニケーション

5.3 リーダーシップの役割

5.4 データ・マネジメント



出典：ISO 25554:2024、産総研・佐藤氏資料より



集団と構成する各メンバーについて、それぞれのウェルビーイング（WB）の要素
を
抽出し、共有できる望ましい状態と期待される成果を言語化する

STEP1
集団の設定

STEP6
検証

STEP3
指標化

STEP5
計測・評価

STEP7
見直し

集団と構成員のWB概念と期待成果を評価するための達成度評価指標と計測項目
を決定する *達成度指標は、計測項目を使用して構築することが望ましい

設定した評価指標を高め、双方のＷＢを向上させるしくみ（設計要素）を
盛り込んだ施策（サービス）をデザインし、提供する。*効率性・有効性を考慮する

レビュー結果に基づいて、ウェルビーイング推進施策とWB達成度指標を
修正し、次フェーズへ反映する

4.6

4.7

STEP2
WB概念の設定

STEP4
施策立案・実行

集団と構成員の計測項目データを収集し、双方のWB達成度指標を評価する

4.3

4.5

4.2

4.4

集団とその構成員双方のWB達成度指標、及びウェルビーイング推進施策の効率
性・有効性について期待成果と比較して検証する

対象とする集団と構成する各メンバーを設定する
*推進体制構築：リーダー選定（PM・PO・PMOなど）、データ管理体制、コミュニケーション体制



コミュニティサービス
アウトカム

数値化して指標化
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出典：前野隆司氏資料より



まとめ ： 4つのポイント

理念に留めず、マネジメント対象とするのであれば
曖昧な概念ゆえに、明確にマネジメントシステムを構築する

1.  コミュニティにとってのWBを明確にする
2. コミュニティWBの要素を加味した施策立案・実践する
3. WEを測り（指標の妥当性）、検証・評価する
4. 責任者を明確にして、マネジメントサイクルを回す



参考文献・リンク

◆ISO 25554：2024
高齢社会－地域や企業等におけるウェルビーイングを推進するためのガイドライン （英・日対訳版） 45,738円

Ageing societies -- Guidelines for promoting wellbeing in communities （英語版） 25,410円

◆関連コラム： ヒューマンキャピタルオンライン

①「ウェルビーイングの定義は一つだけ？」 （2025.05.22）

②「ウェルビーイングはマネジメントできるのか？」 （2025.06.27）
*邦訳版発刊前執筆のため一部用語は未整合

ISO25554:2024 コラム① コラム②



Copyright © since 2016  PERSOL  RESEARCH AND CONSULTING Co., Ltd. All Rights Reserved. 60

パーソル総合研究所

機関誌HITO Vol.16 

URL：https://rc.persol-group.co.jp/thinktank/research/activity/spe/well-being-survey/
＊個人の結果はPDFで保存できます。

URL：https://rc.persolgroup.co.jp/thinktank/research/hito/hito16.html

はたらく人の
幸せ／不幸せ診断サイト

機関誌・診断サイトのご案内無償

https://rc.persol-group.co.jp/thinktank/research/activity/spe/well-being-survey/
https://rc.persolgroup.co.jp/thinktank/research/hito/hito16.html
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お幸せに！！
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